Clinical Experience with Bladder Flap Cystostomy by 下江, 庄司 et al.
Title膀胱弁膀胱瘻術 Bladder Flap Cystostomy の経験
Author(s)下江, 庄司; 柏井, 浩三; 糸井, 壮三; 矢野, 久雄; 磯部, 泰行;竹内, 正文












下 江 庄 司
柏 井 浩 三
糸 井 壮 三
矢 野 久 雄
磯 部 泰 行
竹 内 正 文
        Clinical Experience with Bladder Flap Cystostomy 
           Shoji SHIMOE, Kozo  KASHIWAI,  SOZO ITOI, Hisao YANO, 
                Yasuyuki  ISOBE and Masafumi  TAKEUCHI 
          From the  DePertment of Urology, Osaka UniversityMedical School 
                      (Director  : Prof. Dr. T. Kusunoki) 
   Bladder flap cystostomy is discussed which was performed for urinary diversion in four 
cases of diseases of male and female urethra. 
   Pedunculated flap 2 to 3 cm wide and 5 to 6 cm long is taken from the anterior wall 
of the bladder, the pedical being located at the dome. The flap is rolled around a No. 12 
Nelaton's catheter, then the free end is fixed to the abdominal wall. 
   The cases include three female cases of urethral tumor andone male case of urethral 
stricture accompanying neurogenic bladder following a radical surgery for rectal carcinoma. 
  Excluding one case of a patient still being hospitalized, in the remainingthree cases, 
the patients have no urinary incontinence and are able to hold a certain amount of urine. 
In one of the three, the patient could urinate at a certain interval from the new channel.
女子尿道癌或いは男子後部尿道病変の根治手
術の場合には,尿 路 の変更或い は補填 を余義 な
くされることが しば しぱあ るが,こ の際 に出来
れば膀胱をそのままに使用 する ことが 望 ま し




即ち膀胱有茎弁 を用い て作 つた管に より一次 的
に膀胱皮膚痕術 を試み,満 足すべ き成果 を得 る
ことが出来た.こ こに主 としてその手術 の実 際
を紹介すると共 に,経 験例 につい て 簡 単 に 述
馬 尿保持並 びに排尿 の観 点か ら2,3の 考察
を試みたい と思 う.
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弁 で管 を 作 り,こ れ を外 陰部 に 吻 合 して新 尿 道 とす る
手 術 で,Barnesetal.(1953),辻ら(1959)及び
Trucetal。(1959)などが試 み て い る.な おBames
eta1.はそ のtubeを 膀胱 頸 部 内 を通 して お り,辻
らは 新 しい尿 路補 填 法``BladderFlap-Tube"と称
して,二 次的 の 方法 を とつ て い る.こ れ と同 様 の膀 胱
有 茎弁 で 男 子後 部 尿 道 を作 り,前 部 尿 道 と吻合 して,
全 く正 常 排尿 を可 能に す る方 法 と して,Flocksand
Culp(1953),Gi1・VernetetGuasch(1959)及び 川
井 ら(1959)の 成 形術 が あ る.ま た膀 胱 弁 の代 りに
直腸 弁 を 利用 して 男子 後 部尿 道 を作 る方 法 と し て,
Erlik法が あ る,
(3)肛門括 約 筋 を利 用 す る膀 胱弁 新 尿 道成 形 術:(2)
と同様 に膀 胱 有 茎弁 で 作 つ た管 を肛 門 括 約筋 内を通 し
て 尿 の 保持 を 計 るもの で,delaPenaeta1.(1958)
がCystop6rin60plastietubulaireintrasphinct6r・
ienneと称 して い る.同 様 の 方法 をCendronetal
覧
(1959)は犬 で実 験 的 に試 み て い る.
(4)恥骨前 小腸 間 置膀 胱尿 道 吻 合術Antepubic
vesico.ileal・neourethrostomy=木村 ら(1956)が
試 み て い る非 常 に複 雑 な方 法 で あつ て,空 置 回腸 を も
つ て 恥骨 前 で膀 胱 と尿 道 とを 吻合 す る もので あ る.
(5)回腸 膀胱 痩 術11ealcystostomySmith
andHinman(1955)及びHinmanandOppenhe-
imerが犬 に つ き試 み て い る もので,比 較 的長 い空 置
回 腸を 逆 蠕 動的 に 膀胱 と腹壁 と の間 に間 置す る もの で
あ る.回 腸 の 逆 蠕動 及 び更 に 重積 部 を作 つ て 尿 の保持
を 計 つ て い る.
(6)会陰 部 回腸 ・尿 道成 形 術Ileo-urethroplastica
perinealis:空置回腸 の一 端 を膀 胱 に 吻合 して か ら,
他 端 を肛 門括 約 筋 内 を通 して会 陰 部 に 出 す 方 法 で,
Delev(1959)が3症例 に試 み て い る もの で あ る.
(7}膀胱弁 ・膀 胱痩 術:膀 胱 前 壁 か ら作 つ た有 茎弁






い る方 法 で あ る ・YoungandMills(1953)の方法
も これ で あ る.
膀 胱 弁 膀 胱 痩 術Bladderfiapcystostomy
(Barnesetal.)の術 式
こ の術 式 はBarneseta1.(1949,1953)が発 表
し ・ そ の後Lapides(1958)が動 物 実 験並 び に4例
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第6図 膀胱弁管を使用した膀胱痩の完成した図.
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第7図 第1例 の尿道レ線像:腫
瘍による狭窄を認める.
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第9図 第2例 の術後26日目の膀胱レ線像.
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第8図 第1例の術後30目目の膀
胱レ線像.
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第10図 第2例 の84日目の膀胱レ線像斜位.
